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「 

千
葉
県
金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
」
が
国
の
重

要
文
化
財
に
再
指
定
さ
れ
ま
し
た
！ 

長
須
賀
（
な
が
す
か
）
四
三
〇
番
一
に
あ
る
金
鈴
塚

古
墳
は
、
六
世
紀
末
頃
（
今
か
ら
一
四
〇
〇
年
位
前
）

に
造
ら
れ
た
古
墳
時
代
後
期
の
前
方
後
円
墳
で
す
。 

古
墳
の
大
き
さ
は
全
長
九
十
メ
ー
ト
ル
程
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現
在
は
、
遺
体
を
安
置
し
た
横
穴

式
石
室
と
後
円
部
の
一
部
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

古
墳
は
、
戦
後
間
も
な
い
昭
和
二
五
（
一
九
五
〇
）

年
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
横
穴
式
石
室
か
ら

は
、
古
墳
の
名
前
の
由
来
と
な
っ
た
純
金
製
の
鈴
「 

金

鈴
」
の
他
、
装
飾
を
施
し
た
大
刀
や
鏡
な
ど
多
く
の
副

葬
品
が
出
土
し
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
に
「 

上

総
木
更
津
金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
」と
し
て
国
の
重
要
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 
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金鈴塚古墳の名前の由来となった純金製の「金鈴」 

新たに追加指定された出土品の一部 

古墳からは、５個の金鈴が出土している。 

１．銀唐草文透彫金具 

２．銀笠形飾金具残欠 

３．銀花形飾金具残欠 

４．銅地銀張環状製品 ５．鉄地金銅張壺鐙残欠 
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出
土
品
の

大
半
は
木
更

津

市

が
所

蔵
（
一
部
は

東

京

国

立

博

物

館

等

が
所
蔵
）
し
、

郷

土

博

物

館
金
の
す
ず

で
保
管
・
展

示
し
て
い
ま

す
（
現
在
、

博
物
館
は
休

館
中
。
令
和
三
年
度
に
開
館
す
る
予
定
）。 

平
成
十
五
（
二
〇
〇
三
）
年
の
石
室
調
査
の
際
に
見

つ
か
っ
た
出
土
品
を
含
め
、
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
で

保
管
し
て
い
る
出
土
品
の
再
整
理
作
業
を
行
い
、
整
理

の
成
果
を
国
へ報
告
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
本
年
九
月

三
十
日
に
、
未
指
定
で
あ
っ
た
出
土
品
を
含
め
、
木
更

津
市
が
所
蔵
す
る
全
て
の
出
土
品
が
国
の
重
要
文
化

財
に
再
指
定
さ
れ
、
名
称
も
「 

千
葉
県
金
鈴
塚
古
墳

出
土
品
」に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。 

追
加
指
定
さ
れ
た
出
土
品
に
は
、
銀
唐
草
文
透
彫

金
具
（
ぎ
ん
か
ら
く
さ
も
ん
す
か
し
ぼ
り
か
な
ぐ
）
、
銀

笠
形
飾
金
具
残
欠
（
ぎ
ん
か
さ
が
た
か
ざ
り
か
な
ぐ
ざ

ん
け
つ
）
、
銀
花
形
飾
金
具
残
欠
（
ぎ
ん
は
な
が
た
か
ざ

り
か
な
ぐ
ざ
ん
け
つ
）
等
の
装
飾
品
、
武
器
で
は
鉾
（
ほ

こ
）
の
柄
に
付
け
る
銅
地
銀
張
環
状
製
品
（
ど
う
じ
ぎ

ん
ば
り
か
ん
じ
ょ
う
せ
い
ひ
ん
）
、
馬
具
の
鉄
地
金
銅
張

壺
鐙
残
欠
（て
つ
じ
こ
ん
ど
う
ば
り
つ
ぼ
あ
ぶ
み
ざ
ん
け

つ
）、
そ
し
て
土
師
器
高
坏
（は
じ
き
た
か
つ
き
）や
須
恵

器
有
蓋
高
坏
（
す
え
き
ゆ
う
が
い
た
か
つ
き
）
等
の
土

器
・陶
器
類
が
あ
り
ま
す
。 

市
史
編
さ
ん
事
業
は
、
ふ
る
さ
と
木
更
津
の
歴
史
・

文
化
・
自
然
を
次
世
代
に
受
け
継
ぐ
た
め
に
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
度
、
再
指
定
さ
れ
た
「 

千
葉
県
金
鈴
塚
古

墳
出
土
品
」は
、
次
世
代
へ受
け
継
ぐ
べ
き
貴
重
な
歴
史

的
財
産
（
＝
宝
）
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
郷
土
博
物
館
金

の
す
ず
は
も
と
よ
り
、
市
史
編
さ
ん
で
も
金
鈴
塚
古
墳

の
魅
力
を
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。  

    
(

事
務
局) 

※
写
真
提
供 

郷
土
博
物
館
金
の
す
ず 

お
知
ら
せ 

金
鈴
塚
古
墳
の
魅
力
を
紹
介
す
る
イ
ラ
ス
ト
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
『 
教
え
て
き
さ
ポ
ン
！
金
鈴
塚
の
ひ
み
つ
』
を
木

更
津
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〈市
の
紹
介
〉
→
〈歴
史
・文
化

財
〉
→
〈
指
定
・
登
録
文
化
財
〉
で
公
開
し
て
お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ま
た
、
令
和
元
年
十
一
月
九
日
（
土
）
に
開
催
し
た

金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
国
宝
化
推
進
事
業
公
開
講
座

「 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

金
鈴
塚
古
墳
の
主
（
あ
る
じ
）
に
迫

る
」
の
記
録
集
を
、
令
和
二
年
度
末
に
刊
行
（
予
定
）
し

ま
す
。 

 

土師器高坏（上） 

須恵器有蓋高坏蓋（左上） 

須恵器有蓋高坏身（左） 

令和元年度開催のシンポジウム 

金鈴塚古墳の主に迫るのポスター 

編
集
後
記 

こ
の
た
び
、
号
外
『 

木
更
津
市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』

金
鈴
塚
古
墳
特
別
号
を
発
行
し
ま
す
。 

現
在
、
郷
土
博
物
館
金
の
す
ず
は
休
館
中
の
た
め
、

金
鈴
塚
古
墳
出
土
品
の
実
物
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
て
紹
介
し
ま
す
。 

な
お
、
昨
年
七
月
に
金
鈴
塚
古
墳
石
室
の
一
部
が

壊
れ
、
現
在
は
石
室
石
材
崩
落
防
止
の
た
め
の
仮
設
フ

ェ
ン
ス
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
金
鈴
塚
古
墳
は
大
切
な

文
化
財
で
あ
り
、
今
後
も
古
墳
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
見
学
用
に
作
ら
れ
た
石
段
付
近
は
壊
れ
や
す

く
な
っ
て
い
る
た
め
、
立
ち
入
り
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 

『 

市
史
編
さ
ん
だ
よ
り
』第
五
号
と
と
も
に
、
金
鈴

塚
古
墳
特
別
号
も
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

（事
務
局
） 


